
目標

対象

日数 2日

時間 13:00

科　目　名 時間数

会計事務の基礎 13:00

講師

参加した研修生の声

・会計事務規則の根拠法令を確認できたことが大変参考になった。
・幅広い内容の講義であったため、自身の担当分野以外の業務を知ることができた。
・演習問題は、講義における重点事項が具体的な設問になっていたため、理解の促進につながった。
・市町村の参考事例等があればさらに理解が深まったかなと思った。

研修所メッセージ

・この研修は、会計事務に携わる職員として必要な地方自治法や同法施行令等に基づく会計事務の基礎知識に
ついて、収入と支出の両面から幅広く学ぶことができます。
・定型的な業務が多い中、収入や支出の根拠や意義、また実務的な手続きについて体系的に学ぶことは、新たな
知識を学ぶだけでなく、すでにある知識を整理する上でも役立ちます。
・講師は、実務経験の豊富な市町村職員が務め、実例や体験を交えた講義を行います。
・演習では、講義で学んだ内容に関する問題を解き、講師の解説や他団体の会計担当職員との意見交換などを
通じて、様々な角度から会計事務について学ぶことができます。

実施科目

科　目　内　容 方　　法

・歳入、歳出の意義
・歳入、歳出の会計年度区分
・歳入の種類
・歳入調定
・収入事務手続
・収入通知書及び納付書の使用区分
・支出負担行為
・支出の原則と特例
・審査事務

講　　義
演　　習

市町村職員講師

実務研修　総務・一般部門

会計科（偶数年度）

・地方自治体の収入と支出に係る基礎的知識の習得を図る。
・会計事務に携わる職員としての役割を認識するとともに、業務遂行能力の向上を図る。
・適切な会計処理を行うための課題を認識し、業務改善意識の醸成を図る。

原則として実務経験２年未満の職員

研修日程 10/26(月)～27(火)


